
- 1 - 

平成２１年度の産業廃棄物の処理状況（速報） 

 
１ 産業廃棄物の現況 

（１）産業廃棄物の発生の状況 

平成 22 年度に本県が実施した産業廃棄物処理状況調査によると、産業廃棄物

（特別管理産業廃棄物を含む。）の平成 21 年度の発生量は 17,801 千トンであ

り、現計画の基準年度である平成 16 年度の発生量 20,595 千トンに比べ 13.6％

減少している。（図１） 

昭和 54 年度から増加傾向にあった発生量が平成 21 年度に大きく減少した原

因は、その前年に発生した世界的な経済状況の悪化による生産活動の縮小と考え

られる。なお、本県の平成 21 年度における製造品出荷額は、前年に比べ 25.8%

減少しており、同様な傾向が廃棄物発生量にも現れていると言える（廃棄物発生

量は前年度比 20.3%減）。（図１、２） 
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図１ 産業廃棄物の発生量等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 製造品出荷額の推移 
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産業廃棄物の発生量を業種別にみると、製造業が 47.5％、建設業が 27.2％、

農業・林業が 14.1%、電気・ガス・熱供給・水道業が 9.7％を占めている（図３）。

また、種類別にみると、がれき類の 20.0％、鉱さいの 19.4％、動物のふん尿の

14.0%、汚泥の 13.8％、金属くずの 10.9％、ばいじんの 8.3%と 6 種類の産

業廃棄物が約 9 割を占めている（図４）。 
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この 6 種類の産業廃棄物について、平成 21 年度の発生量はばいじん及び動物

のふん尿を除く 4 種類については平成 16 年度の発生量から 12.9%（鉱さい）

～31.5%（金属くず）まで減少している（図５）。なお、ばいじん及び動物のふ

ん尿の発生量はわずかに増加している。 
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図５ 種類別発生量 
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また、産業廃棄物の処理の流れによれば、平成 21 年度の資源化量は 13,342 千トン、

減量化量は 3,331 千トン、最終処分量は 972 千トンとなっている。 

その最終処分量のうち 549 千トン（56.5%）が中間処理されることなく直接最終処

分されている（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 産業廃棄物の処理の流れ 

 

（２）産業廃棄物の減量化、資源化等の状況 

ア 業種別の減量化、資源化の状況 

平成 21 年度の減量化の状況（減量化率）を業種別にみると、高いものから農業・林

業の 56.0％、電気・ガス・熱供給・水道業の 29.8％、製造業の 13.6%、建設業の 4.1%

の順となっている。また、平成 21 年度の資源化の状況（資源化率）を業種別にみると、

高いものから建設業の88.9％、製造業の81.9%、電気・ガス・熱供給・水道業の58.7%、

農業・林業の 37.8%の順となっている（表 1）。 

 

表 1 主な業種別の産業廃棄物の処理・処分状況 
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イ 種類別の減量化、資源化の状況 

平成 21 年度の発生量に対する減量化の状況（減量化率）を産業廃棄物の種類別にみ

ると、高いものから廃アルカリの 83.3%、廃酸の 65.9%、廃油の 61.6%、動物のふ

ん尿の 56.1%、動植物性残さの 52.2％の順となっている。また、平成 21 年度の資源

化の状況（資源化率）を産業廃棄物の種類別にみると、高いものから金属くずの 99.7％、

がれき類の 98.2%、鉱さいの 97.0%、紙くずの 96.0%、ばいじんの 88.8%となって

いる（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 産業廃棄物の種類別の処理・処分状況 
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また、平成 21 年度の資源化量を種類別にみると、多いものからがれき類の 3,501 千

トン、鉱さいの 3,357 千トン、金属くずの 1,935 千トン、ばいじんの 1,316 千トン

の順となっている（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図８ 産業廃棄物の種類別の資源化量 

 

発生量の多い産業廃棄物について、減量化・資源化の状況を平成 16 年度と比較する

と、汚泥を除き減量化・資源化の割合が上昇している（図９）。 
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図９ 産業廃棄物の処理状況の経年変化 
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ウ 中間処理の実施主体 

平成 21 年度の産業廃棄物の中間処理量 11,897 千トンを実施主体別にみると、自社

処理が 37.9％、委託処理が 62.1％となっている（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 中間処理の自社処理、委託処理状況 

 

また、中間処理による再生利用の状況を産業廃棄物の種類別にみると、高いものからがれ

き類の 97.1％、ガラス陶磁器くずの 81.0％、ばいじんの 80.9％、木くずの 79.9％、の

順となっている（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 産業廃棄物の種類別の再生利用率 
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（３）産業廃棄物の最終処分の状況 

平成 21 年度の最終処分量は 972 千トンであり、平成 16 年度の 1,413 千トンに比

べ 31.2％減少している。最終処分量は平成元年度から減少傾向が見られる（図 1）。平

成 21 年度の最終処分量を産業廃棄物の種類別にみると、多いものから汚泥の 389 千

トン、ばいじんの 154 千トン、廃プラスチック類の 102 千トン、鉱さいの 92 千トン、

ガラス陶磁器くずの 60 千トンの順となっている。それら５種類の産業廃棄物で全体の

約 8 割を占めている（図 12、図 13）。 
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図 12 種類別の最終処分量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 産業廃棄物の種類別の最終処分状況 
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平成 21 年度の最終処分量 972 千トンを実施主体別にみると、自社処分が 19.7%、

委託処分が 80.3％となっている（図 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 最終処分の自社処分、委託処分状況 

 

（４）県外移出入の状況 

平成 21 年度に県外へ持ち出されて処理された産業廃棄物（県外移出）は 2,914 千

トンで、平成 16 年度の 1,458 千トンに比べ、約 2 倍に増加している。県外移出状況

を県別にみると、近隣の三重県へ 31.1％、岐阜県へ 13.8％、静岡県へ 2.8％となって

いる。県外移出量を中間処理と最終処分の別にみると、中間処理目的 2,627 千トン、

最終処分目的 287 千トンとなっている。 

また、平成 21 年度に県内に持ち込まれて処理された産業廃棄物（県内移入）は 1,063

千トンで、平成 16 年度の 1,026 千トンと比べ、3.6％増加している。県内移入状況を

県別にみると、近隣の岐阜県から 27.9%、三重県から 24.2%、静岡県から 20.5％と

なっている。県内移入量を中間処理と最終処分の別にみると、中間処理目的 1,056 千

トン、最終処分目的 7 千トンとなっている（図 15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 産業廃棄物の県内外への移出入状況（中間処理及び最終処分目的） 
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（5）産業廃棄物処理施設の設置状況 

ア 最終処分場の状況 

平成 21 年度末現在県内に設置されている産業廃棄物最終処分場は 101 施設であり、

そのうちの 60 施設が管理型最終処分場、37 施設が安定型最終処分場、4 施設が遮断

型最終処分場である（表２）。 

 

表 2 最終処分場の設置状況（平成２2 年 3 月末現在） 

残存容量の単位：千ｍ３ 

 自社処分場 自社処分場以外 合  計 

愛知県全域 施設数 残存容量 施設数 残存容量 施設数 残存容量 

遮断型 1 0.1 3 6.5 4 6.5

安定型 5 2.1 32 490.3 37 492.4

管理型 16 1,466.1 44 5,235.5 60 6,701.6

 

合計 22 1,468.3 79 5,732.3 101 7,200.5

注１：数値は四捨五入のため合計が一致しないことがある。 

 

 

また、産業廃棄物処理実績報告の集計結果によると、平成 21 年度末の最終処分場の

残存容量は 7,200.5 千ｍ３であり、その内訳は、管理型が 6,701.6 千ｍ３、安定型が

492.4 千ｍ３、遮断型が 6.5 千ｍ３である（表 2）。 

残存容量 7,200.5 千ｍ３について、このままの埋立状況が続くと、残余年数は 10.4

年と試算される（7,200.5÷692（平成 21 年度の県内での最終処分量）＝10.4）。 

なお、産業廃棄物の県内での最終処分量及び残存容量等の推移は図 16 のとおりであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 県内最終処分量及び残存容量等の推移 
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２ 産業廃棄物処理の目標達成状況 

  「愛知県廃棄物処理計画（平成 19 年度～２３年度）」における平成２３年度の減量化目

標は、排出量に対する再生利用量の割合について約６０％とすること、平成 21 年度の最

終処分量について、平成１６年度の最終処分量に対して約２１％削減することを目標にし

ている。 

平成 21 年度の再生利用量の割合については、65.3％と目標値である 60％に達してい

る。また、最終処分量については、平成 16 年度から 31.2％の削減が見られ、目標値の

21％削減に達しているが、その大きな理由として生産活動が縮小したことによる削減が考

えられる（図 17、表 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 17 産業廃棄物の減量化の目標と現況の比較 

 

 

表 3 産業廃棄物の減量化の進捗状況 

進捗状況 

項目 目標値 計画策定時

(１６年度） 

現状 

（２１年度） 

排出量に対する再生利用量の割合 約 60% 60.2% 65.3% 

972 千トン 
最終処分量 

1,115 千トン 

（約 21%削減） 
1413 千トン

（31.2%減） 
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排出量　14,723 13,85012,867
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参考 全国との比較 

（１） 排出量の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 再生利用率の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 最終処分量の経年変化 
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（４） 業種別排出量（平成 20 年度） 
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